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タイの互助慣行



















・Moo7 （Ban Nong-Or Noi）, Tambon Kudnamsai, Amphoe Namphong, 
　Khon Kaen Province （8）
北部





・Moo25（Ban Maejantai）, Tambon Takoh, Amphoe Maesuai, Chiang Rai
　Province（3）
・Moo3（Ban Tha kan thong）, Tambon Ban Saeo, Amphoe Chiang Saen,
　Chiang Rai Province
























米の収穫は賃金を払ってする（2017年 8 月聞き取り）（ 2 ）。ただし最初苗がばらばらなの
で，それを並び替えるとき近所の人に助けてもらう。この田植えでローンケーク（他者














稲刈りでは 2 ， 3 人雇い 4 日間で済ます（ 7 ）。この伝統的なローンケークという互助慣
行を忘れないように，クドナムサイの行政区レベルで議員や農協の委員，村民に対し
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のIMPECT（Inter Mountain Peoples' Education and Culture in Thailand Association，
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1991年設立） が25年から26年前に来て，アカ族を始め山岳少数民族（the Akha, Dara-
ang, Hmong, Kachin, Lahu, Lisu, Lua, Karen, Mien and Shan）の支援を行っている（2018
年3月聞き取り）。その内容は伝統文化の維持，農業の育成，環境保護であるが，タイ国
籍が取得できない民族の人権擁護（選挙権，国からの補償など）も行っている。この他

















































































































































































































































































































































（ 1 ）　2017年 8 月のタイ東北部ではコンケン大学教育学部日本語教育課程のWattana Vithianthiab
君，同年同月と2018年 3 月の北部ではチェンマイ大学人文学部日本語学科のNatdanai 
Thassananuphrom君に通訳をしてもらった。
（ 2 ）　この聞き取りは自宅ではなく田畑近くの作業場で行った。農民の住所は13 Moo7 （Ban 
Nong-Or Noi）, Tambon Kudamsai, Namphong District, Khon Kaen Provinceだが，13 















人 1 世帯 4 人くらいで，このBanの下の単位にクムノイ （小さいクム）とクムヤイ（大き
いクム）という 2 つのクム（組，khum）があり，それぞれ代表者がいる。その人口の割
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わった点は長年タイ農村を研究してこられた新潟大学の佐藤康行先生から教えていただい
た（2018年 6 月）。なおヌーオーノイの村長は選挙で選ばれ 1 期 5 年で同じ人がすること
が多く，その人物に対して苦情があると選挙が行われる。またこの地域の寺院は「一村一
寺」ではなく 2 つある。Wat Ban（ムラのお寺）とWat Pa（森のお寺）があり，後者は外
に出ない僧侶がいる。Wat PaはBan単位に必ずあるわけではない。
（ 3 ）　米は年 2 回収穫し（11月と 4 月），畑作ではニンニク，ネギ，とうがらし，パパイヤを
植えている。面積は 8 ライある（ 1 ライは1600m2）。なおタイでは日本の「一村一品運動」
（OTOP: One Tambon One Product in Thailand）が行われている。一つのTambonで一つ
の生産物を育てるという取り組みである。




（ 6 ）　米は年 1 回の収穫で，トウモロコシを育て牛を 3 頭飼育している。田（稲）には 2 種類
あり，年 1 回収穫で 7 月田植えをするナーピー（ナーは田，ピーは年の意味）と乾期の田
植えと雨期以外に田植えをして年 2 回収穫するナーバン（プラン）がある。ナーピ－は一
Tambon（Tumbon, Tambol）：行政区とされる。なお「一村一品」運動がタイでも導入されているが，
























































（10）　ここではもち米（ 6 月～12月）が年 1 回収穫され，，ニンニク（ 1 月～ 6 月），ヤーワン














（乗合バスのソンテオの運転手 5 ， 6 人）に販売する。この村長は元僧侶だが，タイでは
両親に育ててもらったお礼として，また亡くなった両親が天国に行けるよう僧侶になるこ
とが少なくない。
（13）　タコ行政区はMaejantai，Panaseri，Mai pattanaの 3 つの行政村から構成される。この
男性はメアジャンタイ村（Ban Maejantai）の代表である。この行政区は全部で222世帯
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世帯は約500ある。この村は 5 つの民族から成り，タイ〈ルー〉族40％，アカ族 5 ％，ラ
フ族 5 ％，ルア族20％，タイヤイ（シャン）族30％の構成である。農業は米やトウモロコ
シ，イモ，フルーツ（リュウガン，マンゴー，ランウータン）で，焼き畑はトウモロコシ
を 1 回収穫して燃やすことを繰り返す。 3 月から 4 月はトウモロコシ，イモの収穫で，イ
モを採ってからすぐまたイモを植える。 5 月にはトウモロコシを植え 9 月に収穫する。米













とき，すなわち陰暦 8 月の十六夜の日（新暦 7 月頃）に始まる。この日から出
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